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■ ESGにつながる日立鉱山の企業姿勢 
　 ― 社会課題と地域への向き合い

見学を終えた松井氏は、「日立鉱山の歴史については正直、

初めて知ったことも多く、心を動かされました」と感慨深げ

に話す。

「久原さんが煙害の克服を経営課題の真ん中に据えて社運

をかけて取り組み、1,000万本（！）以上もの苗を植えたり

配布したりしたというエピソードが印象に残っています。日立

鉱山以前に起きた足 尾銅山の鉱毒 事件や、高度 成長 期の

さまざまな公害問題はよく知られていますが、あの当時すで

に公害にきちんと向き合っていたという高い見識こそ、もっと

広く世の中に知られるべきと思います。春になぜあのように

見事に多くの桜が日立に咲くのかもわかりました。映画化

された『ある町の高い煙突』のDVDが売店で販売されていた

ので、思わず購入してしまいました」

久 原 氏は、鉱山事 業を成 功させるには従 業 員が 安心して

働ける環境が必要だと考え、社宅だけでなく学校、病院、食料

や日用品を安価に販売する供給所、娯楽施設、さらに鉱山

専用の電気鉄道を整備し無料で利用できるようにするなど、

福利厚生にも力を注いだ。

「鉱山自体が、一つのまちになっていたのですね。さらに、

事業と桜の植樹などを通じてこの地域全体のまちづくりにも

貢献してきた。そうした日立鉱山の企業姿勢は、現在のESG

（Environment, Social, Governance）経営に通じる先見性

があります。そして、その精神を小平 浪平さんが受け継いで

いったわけですね」

■ 創業精神を未来へ伝える「日立オリジンパーク」

日鉱記念館をあとにした松井氏は、JR常磐線の大甕駅にほど

近い「日立オリジンパーク」へ。2021年11月にオープンした

日立オリジンパークは、日立グループの福利厚生施設「大みか

クラブ」と「大みかゴルフクラブ」、その敷地内に新たに建設

された「小平記 念 館」と「創業 小屋 」から成る。松 井氏は

大みかゴルフクラブのコースを一望したのち、まずは小平記念

館を見学。

小平記念館へ。「優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する」という企業理念を115年にわたって継承してきた日立グループの歩みとその源泉で
ある創業者・小平 浪平に思いを馳せる

大みかゴルフクラブの始まりは、1936年に日立社員の福利厚生と外国賓客の接待を目的としてつくられ
た「日立ゴルフ倶楽部」。その後、農地化や規模縮小などの紆余曲折を経ながら現在まで存続してきた。
日立グループの福利厚生施設だが一般利用ができ、クラブハウス2階のレストランとともに地域の方々に
親しまれている
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日立製品の輸出第1号となった扇風機

小平記念館では、小平 浪平が日立製作所を創業するまでの

歩み、歴代の製品、パネル展示などにより、日立の挑戦と技術

開発の歩みを世界の産業史と比較しながら体感できる。最初

のゾーンでは小平のルーツに関する資料が展示され、サラウンド

スクリーンの映像で学生時代から創業までの道のりを追う。

映像を見た松井氏は、日鉱記念館から日立オリジンパークと

いう流れで見学してきたこともあり、先人たちの思いに共感

できたと話す。

「小平さんは、東京帝国大学電気工学科を出て小坂鉱山で

電気主任技術者を務めたのち、東京電灯（現東京電力）の発

電所の送電主任という、高給かつ人が羨むような職を得た。

それを惜しげもなく捨てて鉱山に身を投じた背景には、久原

さんの志への共感とともに、外国の技術に頼っている状況を

憂い、自分の手で電気機械を製作したいという学生時代か

らの思いがあったわけですね。その意志の強さをあらためて

感じました」

日立最初の製品「5馬力誘導電動機」を見つめる松井氏。「小平さんは学生時代、『模倣をもって満足す
るだけで日本の工業を論ずることができるだろうか』とノートに書いていたそうですが、たとえ最初は輸
入品の模倣でも、技術を自分のものにして、さらにいいものをつくっていくという、日本のものづくりの
原型がここにあるのだと感じます」（松井氏）

■ 社会課題に向き合う日立グループの歩み 
　 ― エネルギー・技術開発への発展まで

続く展示ゾーンでは、日立鉱山の修理工場としての実績を経て

1910年に創業した日立製作所が電気機械の国産化の道を

ひらき、事業を発展させていく道のりを展示で辿る。

1920年代、日立は発電・変電設備や変 圧器など電気設備

インフラの国産化を推し進めていく。1923年には関東大震災

に見舞われるが、震災の被害の大きかった京浜地方に優先

して電気機械を納入するなど、目先の利益にとらわれず社会

のために復興事業に尽力した。このことが結果的に日立製品

の品質と企業姿勢に対する社 会の信頼獲 得につながり、

国内外にシェアを拡大。日本有数の総合電機メーカーへと

躍進を遂げるきっかけとなる。
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戦後の高度成長期に入ると、日立はエレクトロニクス事業を

急拡大し、国産コンピューター事業も本格化。公害や省エネ

ルギーなどの社会課題の解決にもいち早く取り組んだ。

その後、バブル崩壊、さらにリーマンショック後の苦境を乗り

越えるため、社会イノベーション事業への選択と集中を進め、

ソリューションビジネスへの転 換を図っていく。日立 創業

の精神を受け継ぎつつ、世界中のお客さまとの「協創」によ

り、さまざまな社会課題を克服し、持続可能な社会の実現と

人々のウェルビーイング向上に貢献することをめざしている。

「長い歴史の中で製品や事業の中身は変遷してきたけれど、

『優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する』と

いうミッションは変わらず受け継がれ、時代時代の社会課題

に向き合ってきたのですね。そうした日立の企業姿勢がよく

わかる展示でした」

2050年カーボンニュートラル実現に向けたエネルギーシステムにおける日立の先進的な取り組みを展
示。エネルギーバリューチェーン全体を捉えた新たなソリューションや技術をパネルと模型で紹介して
いる

日立の挑戦の歴史をビジュアルで辿るコーナー。「このテレビ、ポンパですね。うちにあったのと同じで
す！」と懐かしげな様子の松井氏

■ 日立鉱山から始まった“未来を照らす遺産”と
　 受け継がれる日立創業の精神

続いて松井氏は、日立の原点である日立鉱山工作課修理工場

を再復元した創業小屋へ。創業当時に製造された5馬力誘導

電動機は4台が現存、そのうち創業小屋に設置しているものは

実際に動く様子が見られる。木造の簡素な小屋の内部には、

当時を再現した大きな木のテーブルなども置かれており、

創業当時、小平と彼の下に集ったエンジニアたちの息づかい

が感じられる。

小屋の中をゆっくりと巡り、当時に思いを馳せた松井氏。

「日立 創業の精神は『 和・誠・開拓者 精神』とのことです

が、当時、鉱山の一角に建てられたこの小さな小屋の中で、

まさに若き技術の開拓者たちが熱い議論を交わし、仕事に

打ち込んでいた姿が想像されます」
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スイッチを押し、大きな音と共にモーターが動き出すと松井氏からは「おぉ」という歓声が

創業小屋の内部では、戦時中に制作された記録映画「日立発達史」の映像も見られる

■ 日立鉱山工作課修理工場を再復元した創業小屋

日鉱記念館から日立オリジンパークへ、日立のルーツと誕生

からの歩みを辿ってきた松井氏は、「二つの施設は単に過去を

保存しただけのものではなく、未来を照らす遺産なのだという

ことを強く感じました」と振り返る。そして、久原氏から小平

へと引き継がれたのは社会イノベーションのバトンであった

のだろうと語る。

「JX金属グループと日立グループの原点が日立鉱山にあった

ということは偶然かもしれませんが、その後の両者の発展は

必然であったと思います。久原さんが小平さんを日立鉱山に

招聘したのはその才を認めていたからでしょうし、小平さん

が日立鉱山に身を投じた理由の一つには久原さんの人柄が

あったのかもしれません。そして、日本の産業基盤を支え、

従業員を含めた地域社会との共存共栄をめざすという久原

さんの志に小平さんは共感し、受け継いで、さらに大きく広げ

たわけですね。それぞれが才能だけでなく『矜持』を持ち、

それを後に続く者たちが連綿とつないできたからこそ、今日

の姿があるのでしょう」

松井氏がオリジンパークを取材したこの日、大勢の小学生たち

も見学に訪れ展示の説明に熱心に耳を傾けていた。

 「久原さんが鉱山事業を通じて実現しようとしていた地域

社会のあり方は、まさに今、日立が掲げている『ハーモナイズ

ドソサエティ』――経済成長と地球環境と人々のウェルビー

イングが調和する社会と合致しますよね。子どもたちには、

過去を知るだけでなく、日立鉱山を源流として小平さんが次代

につないだ先 人の理 想や生き様 が未 来につながるもので

あるということを理解し、受け継いでもらいたいと、心から

思います」
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富山県南砺市（井波町）出身。富山県立高岡高校卒業。東京工業大学（現 東京科学大学）工学部化学工学科卒業。
1986年 テレビ朝日にアナウンサーとして入社。「ミュージックステーション」でタモリさんと組んでMC、「ニュース
ステーション」ではスポーツキャスターを担当、「ステーションEYE」、「ワイドスクランブル」、「やじうまプラス」などで
報道情報キャスターとして活躍。
2008年 テレビ朝日アナウンサースクール「アスク」学校長。在職中の2年間の指導で全国に100人以上のアナウンサーが
誕生。2011年3月の東日本大震災を契機にアナウンス部から報道局原発事故担当記者に異動。その後に宮内庁担当、
気象災害担当、コメンテーターを歴任。2023年テレビ朝日退社後に個人事務所「OFFICE ユズキ」を設立。株式会社
タミヤ模型史研究顧問、富山県南砺市アンバサダー、株式会社獺祭メディアアドバイザー。

松井 康真 氏
フリーアナウンサー・ジャーナリスト
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